
取扱説明書

CDL-1600
ご使用前に必ずこの取扱説明書をお読みください。
お読みになった後は、お使いになる方がいつでも
見られるところに保管してください。
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はじめに
このたびは、コメットCDL-1600電源部をお買いあげいただきまして、まことにありがとうございます。
本機は長年の実績を誇るILS－1200/2400αをベースに高速チャージを実現し、メモリー内蔵と
ワイヤレスリモコンによる遠隔操作など、多彩な機能を搭載したデジタル撮影に最適な電源部として
生まれ変わりました。なお、ご使用になる前にこの「取扱説明書」をよくお読みいただき、注意事項
や使用方法を十分ご理解いただいたうえでご活用ください。

付属品
● AC コード 3.5 m 2 本 ● 取扱説明書
● IR-R 用 DC コード 1.8 m 1本 ● 保証書
● アースコード 80cm 1本
● シンクロコード（ピンジャックタイプ） 80cm 1本
● シグナルコード 1 m 1本
● ワイヤレスリモコン RC-T2（単 3電池 2 本付き） 1個
● ライティングデータリスト  5 枚
● ヒューズ ストロボ用　　20A 2 本
 モデリング用　　15A 1本
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1安全のため特にご注意ください
■ご使用の前に、この説明書をよくお読みいただき、正しくお使いください。

■ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、この機器を使う人
への危害、または物的損害を未然に防止するための注意です。

■注意事項は危害や損害の大きさと切迫の度合いを明示するために、誤った取扱い
をすると生じることが想定される内容を、「危険」「警告」「注意」の3つに区分
しています。

いずれも機器を安全にお使いいただくために重要な内容です
ので、必ず守ってください。

危険 : 人が死亡または重傷を負う差し迫った危険の発生が想定される内容。
警告 : 人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容。
注意 : 人が傷害を負う可能性および物的損害のみの発生が想定される内容。

お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる
ところに必ず保管してください。

絵表示の意味

△記号は、危険・警告・注意を促す内容があることを告げるものです。
図の中に具体的な禁止内容（左図は感電注意）を示しています。

記号は、禁止行為であることを告げるものです。
図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図は分解禁止）を示しています。

●記号は、具体的な指示内容を告げるものです。
図の中に具体的な指示内容（左図はプラグをコンセントから抜いて
ください）を示しています。
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■修理技術者以外の方は、絶対に分解したり
修理・改造をしないでください。

電源部は、メインスイッチを切りACコードをコン
セントから抜いた後も、内部には長時間高電圧が
残っており、感電の恐れがあります。
また、発光部も電源部へ接続した状態では高電圧
がかかっており危険です。
十分注意をしてください。

■電源部の出力コネクター金属部には、絶対に
触れないでください。
　電源部は、メインスイッチを切った後も高電圧が
残っており、感電の恐れがあります。

■電源部やヘッドのスリット部には金属などの
異物を絶対入れないでください。
　感電、ショートによる発火の恐れがあります。

警　告

■水に濡れる場所や湿度の高い場所での使用、
また手足が濡れた状態や素足での操作はしない
でください。

　漏電による感電の恐れがあります。

■感電防止のため、必ずアース（接地）してくだ
さい。

アース線を接続するときは、機器のメインスイッチ
を切り、ACコードをコンセントから抜いて行って
ください。
アース線は絶対にガス管にはつながないでください。
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■使用中のヘッドに水滴などがかからないよう
にしてください。

使用中のヘッドはキセノン管、モデリングランプ
が高温になっています。水滴などがかかるとガラス
が破裂する恐れがあり、大変危険です。
取扱いには十分注意をしてください。

■ヘッドコードプラグは電源部の出力コネクター
に確実に差し込んでください。また締め付け
リングのあるタイプは差し込み後、リングを
回転し締めつけてください。
　プラグの接続が不確実な場合、スパークにより発
火の恐れがあります。

■ヘッドは発光時、高温の熱を発します。人体
に向けて近い位置で発光させたり、可燃物に
向けての使用は絶対にしないでください。
　火傷や火災の恐れがあります。

■揮発性のガソリン、シンナー、可燃性ガスなど
を使用している場所や、大量の粉塵が舞って
いる室内などでは絶対に使用しないでください。
　爆発、火災、火傷の恐れがあります。

■使用電圧は AC100V（50／60Hz）です。
　異なる電圧で使用すると感電、発火、火災の原因
となります。

■AC コードプラグやヘッドコードプラグを
着脱する時は必ず電源部のメインスイッチ、
モデリングランプスイッチを切ってください。
　急激に大電流が流れ、ショートによる火傷、発火
の恐れがあります。
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■使用中や使用直後のヘッドは、かなりの高温
になっています。十分温度が下がってから取
り扱ってください。

　火傷の恐れがあります。

注　意

■落としたり衝撃が加わったときは、直ちに使用
を中止し、弊社、またはご購入店で点検を受け
てください。

　外観的な変形がなくても内部の電子部品などの損傷
で、感電や漏電の恐れがあります。
　コードの被覆損傷のときも同様に点検を受けて
ください。

■ヘッド使用中は、紙や布または樹脂系のシート
など可燃物を近づけたり、覆っての使用はし
ないでください。

　使用中はかなりの高温となり発火、火災の恐れが
あります。

■ヒューズやモデリングランプは弊社指定の
定格品を使用してください。

　定格品以外の使用は発火、火災の原因となります。

■使用後は安全のために必ずACコードをコン
セントから抜き取ってください。
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■調光器に接続しての使用はしないでください。本機および
調光器を破損する恐れがあります。

■ストロボ電源部は使用しないときでも1カ月に1～2度
は必ず出力を FULLにして通電をしてください。
特に3カ月以上の長期にわたって使用しなかったときは、
出力を FULLにして最低 4時間通電をしてください。この
間は絶対に発光させないでください。
長期間使用にならなかったストロボ電源部は、そのまま
発光をくり返すとコンデンサーが発熱して破損すること
があリます。

■赤外シンクロ装置（当社製）の受信器は、室内の蛍光灯から
離れた場所にセットしてください。
蛍光管から出る赤外線により、誤動作を起こすことがあり
ます。

■複数台のストロボ電源部を赤外シンクロ装置（当社製）で
使用するときは、それぞれのストロボ電源部に受信器を
セッ卜してください。

2 使用上のご注意とお願い
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3 各部の名称とはたらき

1 メインスイッチ （MAIN） AC電源スイッチです。

2 メモリー No.表示 呼び出したメモリーNo.を表示します。

3 過熱警報表示 （HEAT） 内部の電子部品が所定の温度以上になると、ブザーが鳴り表示
が点滅します。

4 出力表示 出力①～⑥の出力をWsで表示します。
不発光が生じたときは表示が点滅します。

5 レディーランプ （READY）
／テスト発光スイッチ

充電が完了すると点灯します。テスト発光をするときはランプ部
を軽く押してください。　

6 リモコンレシーバー リモコンの受光部です。

7 シンクロソケット CXタイプのシンクロコード（別売）でカメラと接続します。

8 シンクロソケット CRタイプのシンクロコード（別売）でカメラと接続します。

9 各灯ON/OFFキー 出力を「ON」または「OFF」にします。

10 各灯バリエーターキー 設定されたモードの出力をFULLから1/16までを1/6EVステップ
で調光します。

11 モデリングランプキー
（MODEL）

モデリングランプをON/OFFにします。

12 マスターバリエーターキー
（MASTER VARIATOR）

出力バリエーター①～⑥で設定されている出力を1/6EV
ステップで全体を調光します。

13 メモリーキー （MEMORY） メモリー1～9を呼び出します。
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14 メモリー ON/OFFキー メモリーを呼び出すとき「ON」にします。

15 モデリングランプモード
スイッチ （MODEL）

モデリングランプを「100％点灯（CONST）」または「調光（VARI）」
に選択します。

16 サウンドモードスイッチ
（SOUND）

充電音を「充電完了（READY）」「充電中（CHG）」「OFF」に切り
替えます。

17 リモコンON/OFFスイッチ
（RECEIVER）

付属のリモコンで操作するときには「ON」にしてください。

18 メモリーセットスイッチ
（MEMO）

設定した出力を記憶させるときに押します。約3秒間押し続け
ると“ピーピーピーピッピッ”とブザーが鳴り記憶します。

19 出力モードセットスイッチ
（MODE）

穴の中にあるスイッチを押すと各出力の最大値設定が変えられ
ます（2モード）。ボールペンなど先の尖ったもので押してください。

20 ロック表示ランプ（LOCK） ロックスイッチがONのとき点灯します。

21 ロックスイッチ
（CONTROL）

セットされている設定を不用意にさわっても変化しないよう、
安全のためのスイッチです。モデリングランプスイッチ以外の
スイッチはすべてロックされます。

22 ストロボヒューズ
（STROBE1・2）

ストロボ回路を保護します。ヒューズ定格をお守りください。

23 モデリングランプヒューズ
（MODEL）

モデリングランプ回路を保護します。ヒューズ定格をお守り
ください。

24 スタジオセレクトスイッチ
（STUDIO）

リモコンを使用するとき、リモコンと本体のチャンネルを合わせ
てください。
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3 各部の名称とはたらき

1 2

3

456

8

7

1 出力コネクター1～6 へッドを接続します。
着脱時はメインスイッチを「OFF」にしてください。

2 クーリングファン 冷却ファンの排気口です。ふさがないでください。

3 ACプラグ抜け止め ACコードの抜け落ちを防ぎます。

4 ACコネクター（AC IN）
MOD/STR

モデリングランプ/ストロボ用としてACコード（付属品）で電源部
とACコンセントを接続します。
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5 接地端子（アース） 感電を防止するため、必ず接地してください。

6 DC6V出力端子
（IR-R（DC6V））

IR-R用電源出力端子です。付属のDCコードで接続します。
IR-R以外の目的では使用しないでください。

7 シグナル端子 （SIGNAL） ILS-SCBDを使用するとき、シグナルコードで本機と接続します。

8 シンクロ端子 （SYNC） ILS-SCBDを使用するとき、シンクロコード（ピンジャックタイプ）
で本機と接続します。
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ＡＣパイロットランプ

4 操作手順
■1. へッドコードを電源部に接続してください。
使用するへッドのコネクターを電源部の出力コネクターに十分に差し込み、固定リングで確実に固
定します。

●必ずアースの接続をしてご使用ください。

■3. メインスイッチを「ON」にしてください。
メインスイッチ（MAIN）を「ON」にします。
ACパイロットランプが点灯して初期充電が始まります。

■2. ACコードを接続してください。
モデリングランプ/ストロボ用ACコードをACコネクターへ接続します。十分に差し込み、AC
プラグ抜け止めで確実に固定します。電源部のメインスイッチ（MAIN）が「OFF」になっている
のを確かめてから、ACコンセントに接続します。

3

2

1

固定リング

十分に差し込み
固定リングで確実に固定してください。

【ご注意】

●ILS‐SCB Dを接続しているときは、本機との間を専用のコードで接続する必要があります。
接続についてはILS‐SCB Dの取扱説明書をご参照ください。
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■6. 各灯バリエーターキーで出力の設定をしてください。
へッドが接続されている各灯バリエーターキーを押して必要な出力を設定します。
へッドが接続されていない回路は「OFF」にしてください。

■4. 出力モードセットスイッチを押して出力モードを選択してください。
別表の2つの出力モードの中から、その撮影に適したモードを
呼び出し、設定します。呼び出し方は、出力モードセットスイッチ
をボールペンなどの先の尖ったもので押してください。押すごとに
各出力モードの最大出力値が各出力表示部に表示されます。

詳細は14ページをご参照ください。

■5. 各灯ON／OFFキーを押して「ON」に
してください。
へッドが接続されている出力回路の各灯ON／
OFFキーを押して「ON」にしてください。
出力表示が点灯して数値（Ws）を表示します。

各灯ＯＮ／ＯＦＦキー

各灯バリエーターキー

■7. モデリングランプを点灯してください。
モデリングランプキー（MODEL）を押してモデリングランプを点灯しま
す。モデリングランプモードスイッチで点灯モード（CONST＝100%点灯
／ VARI＝調光）を選択します。

詳細は14ページをご参照ください。
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■10. カメラとのシンクロを確認してください。
シンクロコードCRタイプ/CXタイプ（別売）でカメラと接続し、
シンクロ発光テストをします。

●本番撮影をされる前に実際のフィルム、もしくはインスタント
フィルム等で、カメラのシンクロ（発光）テストをされること
をお奨めします。

【ご注意】

●カメラ、またはレンズにM／ X接点があるときは、必ずX接点を使用してください。

●フォーカルプレーンシャッターのカメラを使用のときは、シャッター速度を1／60で使用して
ください。

●カメラによっては、シンクロコードに極性のあるものがあります。このときはシンクロコード
プラグを逆に差し込み、使用してください。（CXタイプ）

■8. 充電の完了。
充電が完了するとレディーランプ（READY）／テスト発光スイッチが点灯して発光準備が
完了します。

ランプ点灯で充電完了

■9. テスト発光をしてください。
レディーランプ（READY）／テスト発光スイッチを軽く押して、接続したへッドが正常に発光して
いることを確かめてください。

4 操作手順
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6 マスターバリエーター

5 各灯バリエーター
各灯バリエーターは選択した出力モードの各々の最大出力から1／ 16
までを1／6EVステップで調光します。

■各灯の調光方法
1.使用する各灯ON／OFFキーを「ON」にします。
2.バリエーターキーは1クリックごとに1／ 6EVづつ調光します。
（押し続けると1EVづつ調光します）
3.出力が最大または最小に達すると“ピッピッ”の警告音と、その
出力表 示が二度点滅して知らせます。

マスターバリエーターは、各灯バリエーターキーで調光設定した出力比を保ちながら、全体を
1／ 6EVステップで調光します。

■ 調光範囲
いずれかの出力が最大もしくは最小になるまでの範囲を1／6EV
ステップで調光します。いずれかの出力が最大か最小に達すると
“ピッピッ”の警告音と、その出力表示が二度点滅して知らせます。

【ご注意】
●すでにいずれかの出力が最大出力、または最小出力を使用
しているときマスターバリエーターは機能しません。
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本機は、出力設定を下表の2モードの中から選択できます。ライティングにもっとも適したモード
を選んで設定してください。

●出力モードの選択
出力モードセットスイッチ（MODEL）をボールペンなどの先の尖ったもので押して呼び出し
ます。
押すごとに各灯出力表示にそれぞれの最大出力が表示されます。

8 モデリングランプキー・モデリングランプモードスイッチ
■ モデリングランプキー
使用しているすべてのへッドのモデリングランプを一括でON／OFFします。

■ モデリングランプモードスイッチ
●CONST 各灯のストロボ出力に関係なく、モデリングランプが100%の明るさで点灯します。
●VARI 各灯のストロボ出力に連動した明るさに調光します。

7出力モード

CDL-1600

No. 1 2 3 4 5 6

モード 1 200 200 200 200 200 200

モード 2 400 400 200 200 200 200
単位＝Ｗｓ
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本機には設定したライティング光量をメモリーに登録し、必要なときに
呼び出せる機能があります。

■ ライティングを登録する

1.メモリーON／OFFキーを「ON」にします。１～9のいずれかの数字が
表示されます。

2.これから登録しようとするライティングパターンを何番に登録する
かを決め、そのメモリーNo.をあらかじめメモリーキー（MEMORY）
で呼び出しておきます。

3.へッドの位置を決め、各灯バリエーターキーの操作でストロボ出力を決定
します。

4.ストロボ出力が決定したらメモリーセットスイッチ（MEMO）をボールペンなど、先の尖ったもの
で約3秒間押し続けてください。この間、サウンドが“ピーピーピー”と3回鳴り、その後“ピッピッ”
と短い間隔で鳴って登録が完了します。

10メモリーの登録・呼び出し

9 ロックスイッチ
ライティングした光量値を、不用意にさわっても変化しないようロックすることができます。

■ ロックスイッチを押して「ON」にします。

ロック表示ランプが点灯して、下記の操作がロックされます。
●出力モードセットスイッチ（MODE）
●マスターバリエーターキー（MASTER VARIATOR）
●各灯ON／OFFキー
●各灯バリエーターキー
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■ データの保存
本機は最後に使用したデータを記憶する機能があります。記憶期間は約1週間です。
データの記憶維持には、内蔵のバックアップ用コンデンサーによって行われますから、1週間に
30分程度の通電が必要です。もし、データが消失したときは出力表示がすべて「8」の点滅になり
警報音が鳴ります。初期状態にするには各灯ON／OFFキー（ ～ いずれか）を押します。
すべての回路が200Wsのモードになりますから使用するモードに設定し直してください。

■ メモリーに登録されたデータを呼び出す
メモリーON／OFFキーを「ON」にする操作でいつでも呼び出すことができます。
各メモリーを呼び出すときは、希望するメモリーNo.がメモリーNo.表示ランプに
表示されるまでメモリーキー（MEMORY）を押し続けてください。

■ データの書き換えをする
登録されたデータを書き換えるときは、そのデータを呼び出し、後は前項の「ライティング
を登録する」の順序と同じ操作をします。

10 メモリーの登録・呼び出し

●なんらかのトラブルで登録ができなかったときは出力表示がすべて
「8」の点滅になり、警報音が鳴ります。解除には次の操作をします。

1.他のメモリー No.を選択する。

2.メモリー ON／OFFキーを「OFF」にしてメモリ一の使用を解除する。

●登録されているライティングを使用しているとき、各灯バリエーターキー
やマスターバリエーターキーで光量を変えると、メモリー No.が点
滅します。変更後もとのライティングに戻すときは、メモリーON／
OFFキーをいったん「OFF」にし、再び「ON」にしてください。または、
メモリーキー（MEMORY）を押し続けて、登録したメモリー No.を
表示させてください。
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11リモートコントロール機能

■ メモリーの書き換え回数表示
本機に登録されたデータは内蔵のメモリーボードにより、約10年間放置しても消失することはあり
ません。またデータの書き換え回数は1万回ですから通常の使用では書き換え不能になることは
ありません。なお、書き換え頻度が非常に多い場合など、その回数をチェックすることができます。
1万回に達する前にメモリーボードを交換することにより、その後も支障なくご使用いただけます。

●書き換え回数のチェック
各灯ON／OFFスイッチの を押しながらメインスイッチを「ON」にします。

【例】  書き換え回数が100回の場合

本機はワイヤレスリモコンを使用することにより、登録されたライティング光量を呼び出し、
テスト発光とスタジオセットの切換をする機能があります。

■ メモリーの呼び出し
9パターンのライティング光量をメモリーに登録することができます。
メモリーを呼び出すときはリモコンのメモリー呼び出しボタン（1～9）を押して呼び出します。

■ テスト発光
テスト発光をするときはテストボタン（TEST）を押します。

■ スタジオセットの切換
1スペースに最高3面のスタジオセットが併設されているときなど、スタジオセレクトスイッチ
（A・B・C）の切換で他のセットに影響を与えずメモリーの呼び出し、テスト発光ができます。
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11リモートコントロール機能

【ご注意】

●リモコンには1～15のボタンがあります。1～9のみ有効です。

●リモコンを使用するときは電源部のリモコンON／OFFスイッチ（RECEIVER）を「ON」
にしてください。

●スタジオセレクトスイッチは、電源部本体前面のスイッチが正しくセットされていなければ
機能しません。
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13 過熱警報

12 不発光警報
■ 充電完了後の不発光警報
発光操作をしても、何らかの原因で発光しないとき、該当出力表示が点滅し、同時にブザーでど
の出力コネクターに接続されたへッドに不発光が生じたかを知らせます。
警報の解除は各灯ON／OFFキーを押すかメインスイッチ（MAIN）をいったん「OFF」にすること
で解除します。
●ブザーはサウンドモードに関係なく鳴ります。

■ 充電完了前の不発光警報
充電完了前に発光操作を行ったときは、使用している全ての出力表示が点滅し、同時にブザーで
知らせます。
●ブザーはサウンドモードに関係なく鳴ります。

警報の解除は、充電完了後にふたたび発光操作をして正常に発光すれば自動的に解除されます。
また、各灯ON／OFFキーを押すか、メインスイッチ（MAIN）をいったん「OFF」にすることでも
解除します。

長時間の連続発光などにより、内部の電子部品が所定の
温度以上になったとき、過熱警報表示（HEAT）が点滅し、
同時にブザーで知らせます。このときは速やかに使用を中止
してください。

●ブザーはサウンドモードに関係なく鳴ります。

【ご注意】
過熱警報が働いたときは、メインスイッチ（MAIN）をいったん「OFF」
にし、再び「ON」にするとブザーが止まります。この状態で電源部内
の温度が下がるのをお待ちください。所定の温度以下になると、過熱
警報表示（HEAT）が消えて使用できる状態になりますが、完全に温
度が下がったわけではありませんので連続発光はさけてください。
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14 リセット

15 ヒューズ交換
該当するヒューズホルダーの蓋を ドライバーで外し、断線したヒューズを取り出します。
切れたヒューズと同じ定格のものと交換してください。

【ご注意】
●ヒューズ交換は、メインスイッチ（MAIN）を「OFF」にし、必ずACプラグをコンセント
から抜いて行ってください。

以下の場合は本機のリセットを行ってください。

●本機に登録されているデータをすべて消去するとき。

●出力表示がすべて「8」の点滅になり、警報音が鳴ったとき。
　（本機が何らかのエラーの発生を認識したとき）

●何らかの原因で動作に異常が発生し、操作不良になったとき。
　（本機が認識できないエラーが発生したとき）

以上のときはメインスッチ（MAIN）を「OFF」にし、各灯ON／OFFキーの を同時
に押しながら再度メインスッチを「ON」にします。2～ 3 秒後に各灯ON／OFFキーから手を
放します。出力表示がすべて「8」の点滅になり警報音が鳴りますので、各灯ON／OFFキー
の ～ のどれかを押してください。
リセットを行っても同様の異常が発生し、操作不良のときは故障が考えられます。
ご購入店または弊社営業所へご連絡ください。

CDL-1600

ストロボ（STROBE1・2） 20A

モデリングランプ（MODEL） 15A
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16 保証とアフターサービス
■保証書と保証期間
添付された保証書に「販売店名・ご購入日」など、所定事項の記載もれがないかをご確認のうえ

大切に保存してください。なお、保証期間はご購入日から一年間です。

本製品に、純正部品・純正アクセサリー以外のものを使用することによって生じた故障・事故、

および本取扱説明書で明記した注意・禁止された事項をお守りにならずに生じた故障・事故

については一切の責任を負いかねます。

また、消耗品類は保証の対象となりません。詳しくは保証書の保証規定をご参照ください。

■保証期間終了後の修理
保証期間後でもご要望により有償で修理いたします。引き続き安心してご使用いただけます。

■アフターサービス
すべてのコメット製品は、厳重に調整・検査して出荷されていますが、万一故障になったときは

ご購入店または弊社営業所へご連絡ください。

■修理・点検へお出しになる際のご注意
修理・点検にお出しになる際は、ご使用中のシンクロコードをセッ卜にしてご依頼ください。

迅速なアフターサービスをさせていただきます。

保証期間中のものは必ず保証書を添付してください。保証期間後のものは保証書に記載されて

いる製品名・型式・ご購入年月日をお知らせください。

また、修理にお出しになる前にACプラグが抜けてないか、ヒューズ、ブレーカーが切れていない

かをお調べください。

■修理・点検後のご注意
修理伝票は修理完了品に添付してあります。

修理内容が明記されておりますので、修理品をお受け取りになる際に確認してください。

また、修理伝票は次回の修理に必要となるときがありますので大切に保管してください。
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17仕様

●本仕様は、改良のため予告なく変更することがあります。あらかじめご了承ください。
　なお、この仕様は2009年 4月現在のものです。

品　　名 CDL－1600電源部

型 式 CDL－1600

定 格 電 圧 AC100V　±10%　50／60HZ

ブ レ ー カ ー 容 量 ストロボ：20A

モデリングランプ：15A

ヒ ュ ー ズ 定 格 ストロボ：20AX2

モデリングランプ：15AX1

最 大 出 力 1600Ws

充 電 時 間 モード1（1200Ws）の時　約0.9秒（50／60HZ）

モード2（1600Ws）の時　約1.6秒（50／60HZ）

出 力 灯 数 6灯（Sタイプ）

出 力 モ ー ド モード1　：　2・2・2・2・2・2

X 1 0 0 W s モード2　：　4・4・2・2・2・2

各 灯 ス イ ッ チ ストロボ、モデリングランプをON／OFFする

ス ト ロ ボ 調 光 方 式 コンデンサー調光

各灯調光バリエーター FULL～1／16　　1／6EVステップ

マスター調光バリエーター 1／6EVステップにて、いずれかの出力値が最大または最小に達するとストップ

モデリング調光モード 連動調光（VARI）／コンスタント（CONST）

モ デ リ ン グ ス イッ チ 全灯一括ON／OFF

モデリングランプ定格 1回路最大250W　総合計1500W

メ モ リ ー 数 9パターン

リモートコントロール メモリー呼び出し／テスト発光

シ ン ク ロ ソ ケ ッ ト フロントパネル　CX X1　CR X1／リアパネル　ピンジャックX2

シ ン ク ロ 電 圧 DC12V

I R - R 専 用 DC 端 子 DC6V

サ ウ ン ド モ ー ド 充電中音／充電完了音／OFF

不 発 光 警 報 当該出力表示点滅とブザー連続音

過 熱 警 報 HEATランプ点滅とブザー連続音

ク ー リ ン グ フ ァ ン 内蔵

スタジオコントロールボックス ILS－SCB　D

寸 法 442（w）X164（h）X351（d）㎜

重 量 15.5 kg
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単位 mm

CDL-1600 電源部外観寸法
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MEMO
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MEMO



コメット株式会社
本社

産業機器部

仙台営業所

東京営業所 営業課

東京営業所 コマーシャル課

名古屋営業所

大阪営業所 営業課

大阪営業所 コマーシャル課

広島営業所

福岡営業所

福岡営業所 コマーシャル課

建築設計事務所

海外事業部

ストロボクリニック部 本部

〒102-0071

〒102-0071

〒981-8003

〒103-0015

〒102-0071

〒464-0075

〒550-0015

〒550-0015

〒730-0831

〒812-0042

〒812-0042

〒102-0071

〒102-0071

〒103-0015

東京都千代田区富士見1-4-6

東京都千代田区富士見1-4-6

仙台市泉区南光台4-29-25

東京都中央区日本橋箱崎町7-11

東京都千代田区富士見1-4-6

名古屋市千種区内山3-1-1

大阪市西区南堀江2-9-22

大阪市西区南堀江2-9-22

広島市中区江波西1-7-16

福岡市博多区豊2-1-4

福岡市博多区豊2-1-4

東京都千代田区富士見1-4-6

東京都千代田区富士見1-4-6

東京都中央区日本橋箱崎町7-11

TEL.(03)3264-8621   FAX.(03)3264-6385

TEL.(03)3264-8692   FAX.(03)3264-8627

TEL.(022)727-6521   FAX.(022)727-6523

TEL.(03)5644-7911   FAX.(03)5644-7912

TEL.(03)3264-8625　FAX.(03)3264-8628

TEL.(052)735-9077   FAX.(052)735-9088

TEL.(06)6536-0671   FAX.(06)6536-4020

TEL.(06)6536-1667   FAX.(06)6536-4020

TEL.(082)293-0075   FAX.(082)293-0076

TEL.(092)411-1202   FAX.(092)411-1209

TEL.(092)411-1254   FAX.(092)411-1209

TEL.(03)3264-8623   FAX.(03)3264-9906

TEL.(03)3264-8622   FAX.(03)3264-6385

TEL.(03)5644-7913   FAX.(03)5644-7914

URL   http://www.comet-net.co.jp　　　E-mail   mail@comet-net.co.jp

●長年ご使用のストロボ機器の点検をぜひ !

●ストロボ電源部、ヘッドは内部に高電圧を蓄える機器です。誤った操作、または
異常を無視して使用すると、使用する人々への危害、または物的損害を与えること
が予測されます。
取扱い説明書の操作方法に従い、「警告」「注意」などを守って安全にお使いください。

●上記のような症状がなくても1年に1～2回は点検を受けられるようおすすめします。

アフターサービスについてのご相談は

0904-0030A

愛情点検 
このような症状のときは
直ちに使用を中止してＡＣ
プラグをコンセントから
抜いて、当社営業所または
販売店にご相談ください。

こんな症状はありませんか
●スイッチを入れても所定の時間で充電しない
●通電中に異音、異臭、あるいは発煙する
●ヒューズがすぐ切れる
●ストロボ電源部やヘッドに触るとピリピリと
電気を感じる
●その他の異常や故障があるとき

当製品は弊社の厳重なる検査
に合格したことを証します。

品
管

検
査
証

検　査


